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 ［個人テーマ研究のまとめ］ 

                        鹿児島県立屋久島高等学校  氏名  上田 美和 

 

１ 研究主題 

     「古典における広がりのある学習指導の在り方」 

  

２ 研究のねらい 

 （１）広がりのある学習指導を具体化するための単元構想を行う。 

 （２）言語活動を通した実践的な指導を工夫・実践する。 

  （３）検証授業などの分析を基に，研究の成果と今後の課題を明らかにする。 

  

３ 研究経過 

 （１）研修主題に関する考え方 

    一昨年度県総合教育センターでの長期研修において,広がりのある学習指導に関

     する研究を行った。広がりのある学習指導とは,同一作者の別の作品や,日本文化

      が中国文化から受けた影響の大きさや歴史的背景などにまで言及するような,関

     連する複数の教材を取り入れた学習指導のことである。学んだ事項は国語という

      教科の枠にとどまらず,他の教科への興味へと波及することが期待される。この

   ような学習を行うことで,古典が我が国の歴史の中でどのような役割を果たして

   きたか実感することができる。さらに,複合的にテキストを読み込むことで,内容

   を推測したり関連付けたりできる。その結果,生徒が楽しみながら,思考力・判断

   力・表現力を向上させることにつながる。本研究は,一昨年に引き続いてこの広

   がりのある学習指導を行い,その成果を見るものである。 

  

  （２）研究の視点 

      以下の２点に研究の視点を集約する。 

      

 

 視点１ 広がりのある学習指導の単元構想 

 視点２ 言語活動の具体化 

 

 

     視点１「広がりのある学習指導」については，日本文化が受けた影響や歴史的

      背景にまで考えが及ぶような多面的な読みができ，国語という教科の枠にとどま

      らず他の教科への興味・関心へと波及するような，学習指導の単元を構想した。 
 
広がりのある学習指導の単元構想（例）  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

・古典に材を採った日本文学との比較を行う。・・・『老子』と詩集『タオ』 

・作品の場面を描いた絵と比較して作品に迫る。・『源氏物語』と『源氏物語絵巻』 

・漢文で学ぶ語句や表現と現代の生活との関わりを知る。・・ 故事成語，四字熟語 

・同じ題材を用いた違う作品を比較して読み味わう。・・・『栄華物語』と『大鏡』 

・同じ作者の別の作品を比較して作者像に迫る。・・『源氏物語』と『紫式部日記』 
 
 
視点２「言語活動の具体化」については，生徒自らが漢文を主体的に読み，課題を解
決していくための学習過程を明確にして指導事項を指導するために，言語活動をその
都度位置づけた。言語活動の選定については，鹿児島県総合教育センターが示す言語
活動の具体化の手順」を参考にした。 
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 （３）検証授業の実際と考察 

   ア 検証授業の構想のポイント 

  

  

 

 

 

 単 元 名     「古典を読んで，内容を構成や展開に即して的確に捉え，中国と日

     本の古典における恋愛観，死生観の違いを考察する」 

 

 

 

  

    イ 単元構想 

        この単元では，関連する４作品を５つのワークシートにまとめて活用し，広

     がりのある学習指導を構想した（表２）。 

        この単元構想の狙いは，生徒が，第１教材の『本事詩』「人面桃花」の内容

    を理解した上で，同時期の日本の『伊勢物語』に描かれる恋愛観，死生観との

    違いに気付き，中国と日本の古典の内容の違いを考察することである。順序立

    てて，ワークシート①からワークシート⑤までを提示していくと，教科書で読

    む「人面桃花」の世界と，内容は途中まではよく似ているが違う結末をたどる

    『伊勢物語』の世界とは，そこに描かれる恋愛観，死生観に違いがあることが

    見えてくる。作品を再検討していくうちに，生徒がものの見方，感じ方，考え

    方を深めていくことになる。 

     複数の補助教材の読解を終えた後，「中国の古典と日本の古典にあらわれる

    恋愛観、死生観を考察し，論述する」という活動を行い，広がりのある学習を

    した結果，読みが深まったという達成感を生徒に味わわせたいと考えた。   

                表２ 単元構想 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

   

 

   

 

   

   

   

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

番号 

 

    教 材 

 

             要 旨 

 

      ねらい 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 

② 

 

 

 

１ 『本事詩』 

   「人面桃花」 

     （教科書） 

 

 

・愛情によって死んだ娘が奇跡的に蘇生する

という話。人間の純愛が死に勝ったという唐

代伝記小説によく見られる超自然的な物語で

ある。 

 

 教科書に描かれた物

語を正しく読みこなし

内容を理解し，感想を

もつ。 

 

③ 

 

 

 

１ 「人面桃花」 

     の現代語訳 

 

 

・間違いを二つ含んだ訳文に接し，自分の読

みの正しさを確認するワークシート。 

 

 

 訳の間違いを押さえ

ながら，「人面桃花」

を正しく読解する。 

 

④ 

 

 

 

 

１ 『幽明録』 

     二〇三段 

 

 

 

・愛情によって死んだ男が奇跡的に蘇生する

という話。「人面桃花」とよく似た物語展開

である。 

 

 

 「人面桃花」と同じ

流れを持つこの作品を

読み，「人面桃花」と

の共通点を考察する。 

 

⑤ 

 

 

 

 

 

 

 

１ 『伊勢物語』 

    第四十段 

  「すける物思ひ」 

 

２ 『伊勢物語』 

  第四十五段 

  「ゆく蛍」 

 

・失恋した男が悲しみのあまり息絶えるが神

仏のお蔭で蘇生する話。 

 

 

・失恋した男が悲しみのあまり息絶えた後に

男が悲しむ内容。 

 

 

 『伊勢物語』におけ

る恋愛観、死生観を比

べ，中国の古典と日本

の古典にあらわれる恋

愛観、死生観を考察し

話合い，発表する。 
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  ウ 単元構想の手順（全４時間） 

        単元の構想に当たっては，次のような手順に沿って行った。 

 

 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 

手  順 留  意  点  

 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 

１ 生徒の実態把握 

 
・直前の学習での生徒の漢文への高まりが見られたことから，さらに生徒の興

味・関心を高めることができる学習課題を設定する。 
２ 単元の目標設定 
 

 

 「古典を読んで，内容を構成や展開に即して的確にとらえ，中国と日本の古
典における恋愛観，死生観の違いを考察する」 

  （高等学校学習指導要領「国語総合」の指導事項イ及びウによる） 
３ 単元の評価規準
 の設定 
 
 
 
 
 
 

 

①内容を構成や展開に即して的確にとらえ，作品の価値について考察しようと
している。（関心・意欲・態度） 
②内容を構成や展開に即して的確にとらえている。 （読む能力 イ） 
③古典を読んで，内容を構成や展開に即して的確にとらえ，中国の古典と日本
の古典にあらわれる死生観を考察しようとしている。（読む能力 ウ） 
④語句の意味，用法及び文の構造など表現の仕方の特色について理解している
（知識・理解） 

⑤漢文を読んで，我が国の文化の特質や我が国の文化と中国の文化との関係に

ついて理解を深めている。（知識・理解） 
３ 効果的な言語活
 動の設定 
 
 
 

 

・「同じ題材を取り上げた文章や同じ時代の文章などを読み比べ，共通点や相

違点などについて説明すること」の言語活動例を踏まえて，中国と日本の古典

における恋愛観，死生観の違いを考察するために，言語活動を，「中国の古典

と日本の古典にあらわれる恋愛観、死生観を考察し，話合い，発表する。」と

する。具体的には，複数の補助教材の読みを重ねることで，作品について考え

たり話し合ったりすることで，読みを広げることを狙いとする。 
 

   エ 単元の指導計画（全４時間） 

 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

時 学 習 活 動 
 
導入 
 
１ 

 

 

１ 本単元の目標が論述文を書くことであることを理解する。 
２  ワークシート①（「人面桃花」）  を用い，本文を音読し，訓点を施し，書き下す。（個人学習） 
３ 本文に描かれた人物，情景などについて推察する。また，句法などの基礎事項を理解し，内容を推

 し量り，相互に確認する。                    （個人学習）→（グループ学習） 
４ ワークシートの  学習問題➀・②・③・④・⑤  に取り組み，単元の見通しをもつ。（個人学習） 

  評価規準：関心・意欲・態度①，知識・理解②，読む能力①  
 
 
展開 
Ⅰ 

 
２ 

 

 
１  ワークシート②（「人面桃花」）  を用い，本文を音読し，訓点を施し，書き下す。（個人学習） 

「人面桃花」の物語の中で面白いと感じたところを書く。 
２   ワークシート③  の  学習課題⑥⑦⑧  に取り組み，正しい現代語訳を探す。  (個人学習） 
      「人面桃花」の訳文の中には２つ間違いがあるが，どこが間違っているのかを探す。 
３ ３つの訳文の中で間違っている箇所を発表する。（個人学習） 

  評価規準：関心・意欲・態度①，知識・理解②，読む能力①②  
 
展開 
Ⅱ 

 
３ 

 

 
１  ワークシート④  を用い，  学習課題⑨  に取り組みながら二つの物語の共通点を考察する。 
２  ワークシート⑤  を用い，  学習課題⑩  に取り組みながら二つの物語の相違点を考察する。 
                                      （個人学習）  （グループ学習） 
   中国の古典と日本の古典にあらわれる恋愛観、死生観を考察し，論述する。（言語活動） 

  評価規準：関心・意欲・態度①，知識・理解②，読む能力①②  
 
 
 
まとめ 
 
 
４ 

 

 

 
１ 前時で書いた自分の論述文を自己評価する。                       （個人学習） 
２ 展開Ⅰの「人面桃花」の感想文を書く活動と，展開Ⅱにおいて「伊勢物語」を参考にしながら論述

 文を書く活動と，どのような違いがあったか意見文を書く。また，論述文を書く活動を通して学んだ

 ことは何かを話し合い，発表する。                              （グループ学習） 
   展開Ⅰの「人面桃花」の感想文を書く活動と，展開Ⅱにおいて「伊勢物語」と比較して  
 論述文を書く活動には，どのような違いがあったかを考え，話し合う。               
３ 話し合った内容をグループで発表する。                         （グループ学習）  

             評価規準：関心・意欲・態度②，知識・理解②，読む能力①②  
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 オ 評価と考察 

      生徒の書いた批評文を評価する際は，鹿児島県総合教育センターが示す「判

     断基準」に基づき，以下のように「判断基準」を設定した。 

 

 

 

 

 

 

       

 

ア 関連する単元の中で読んだ文章を踏まえている。 

イ 書き手や文章中の人物の人間，社会，自然などに対する思想や心情を的

 確に読み取っている。 

ウ 中国の古典と日本の古典にあらわれる恋愛観，死生観を考察し，論述し

 ている。 

 

 

 

 

 

 

  

 カ 検証授業の具体的展開 

       導入（１時間目）では，教科書本文の解釈と読解を行った。展開Ⅰ（２時間目

） 目），Ⅱ（３時間目）では，内容を正しくとらえて考察できるよう以下の学習課題

  題を配置した。 

   学習課題①「お互いが付けた訓点を確認し合い，間違いを直してあげよう。」  

   学習問題②「お互いに音読をし，正しく書き下せるようになろう。」 

   学習課題③「お互いに書き下し文を直し，正しく書き下せるようになろう。」 

   学習課題④「なぜ娘は崔護に『意属殊厚』だったのか。」  

   学習問題⑤「『目柱』とは，誰が見つめたのか。」 

   学習問題⑥「現代語訳で正しい番号を選び、番号を答えよ。」 

   学習課題⑦「『幽明録』（二〇三段）の中で面白いと感じたところを書け。」 

   学習課題⑧「『人面桃花』は今日，どのような意味で使われる故事成語になって

        いるか。」 

   学習課題⑨「この物話と『人面桃花』との共通点はどこだろうか。」 

   学習課題⑩「『伊勢物語』と『人面桃花』の展開上の相違点はどこだろうか。」 

  上記課題①から⑩の学習課題への取組を通して，生徒の思考力・判断力・表現力の

向上を図ることができるように工夫した。単元の中で最も生徒の思考力・判断力・

表現力が発揮される課題として学習課題⑩を設定し，関連資料三篇から中国と日本

の恋愛観，死生観の違いを読み取らせ，考察させた。 

   （生徒の回答） 

 

  

   

・「人面桃花」は生き返ることができるが，「伊勢物語」は生き返らない。 

・「人面桃花」は，個人の愛情の力が生死をも超える力を持っているが，「伊勢物語」は運命の前には

個人の力はかなわない。 

 

 

 

    最後に「中国の古典と日本の古典にあらわれる恋愛観，死生観を考察し，論述

   する」という活動を行い，単元の目標である指導事項の定着を目指した。生徒の

論  論述文は, Ａ状況が４人，Ｂ状況が20人であった。以下Ａ状況の論述文である。 

 

  

  

・「人面桃花」は現代で言うならファンタジーの世界だが，「伊勢物語」は純文学の世界だと思った。 

・「人面桃花」は，ハッピーエンドで終わるが，「伊勢物語」は二人が永遠に引き裂かれるところの美

しさというか，むしろ生き別れになるところの切なさを一番に描きたかったのではないかと思った。 

 

 

 

 

４ 研究のまとめ 

   「『人面桃花』には，女がまた生き返るので，喜びと希望が感じられた。途中で男

  が門に詩を書きつけるところは，日本の和歌の贈答に似ていると思った。同じ頃に

  書かれた『伊勢物語』のほうが悲劇的で，昔から日本人はハッピーエンドではなく

  悲劇的なほうが好きなのかなと思った。両者の違いが面白かった。」 

これは，授業後の生徒の感想である。広がりのある学習指導を研究し，単元を構

想して実践したことにより，教材のみを学んだときよりも考察に深まりを持たせる

ことができた。 
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   視点別の成果を以下に挙げる。 

    （視点１) 広がりのある学習指導の単元構想 

     広がりのある学習指導を研究し，単元を構想して実践したことにより，生徒 

      に漢文の内容に興味を持たせて主体的に漢文を読ませることができた。また， 

    複数教材を読解する過程で，思考力・判断力・表現力を深めると共に伝統的な 

    言語文化に対する理解も深まった。該当の単元で学んでほしい学習到達点を意  

      識し，単元を通して言語活動を取り入れて実践した結果，生徒に協働的で主体  

      的な課題解決型の学習をさせ，言語活動を活性化することができた。 

    （視点２) 言語活動の具体化 

      該当の単元で学んでほしい学習到達点を意識し，単元を通して言語活動を取

   り入れて実践した結果，生徒に協働的で主体的な課題解決型の学習をさせ，言  

      語活動を活性化することができた。また，評価規準に照らした「判断基準」を 

    生徒に示した結果，生徒が自ら自己の文章等のチェックを行うことができ，思 

    考力・判断力・表現力を高めることができた。また，各検証授業後に行った定  

      期考査における，該当の単元の知識・技能の定着度調査においての全体の正答  

      率も向上した。        

  

５ 今後の課題 

   (1)  ひろがりのある学習指導の構想は教師の意図するところによって様々である

    が，関連性のある複数の教材の分量や，年間の古典学習とのバランスを考え， 

       知識・技能を学習目的に据える単元と，生徒の知的好奇心を満足させる単元と 

       を，バランスよく配置する必要がある。また，広がりのある単元構想は方法は 

       無限大であり，今後も異なる古典作品を用いて，研究を続ける必要がある。ま

    た, 目標に沿った適切な単元を構想するための教材を，精選する必要がある。 

    (2)  生徒の知識・技能の定着度の評価を小まめに行い，現状を把握しておく必要 

       がある。また，生徒の知識・技能の定着度の評価を小まめに行うための方策の 

       研究や，言語活動ごとの適切な「判断基準」の選定の在り方を明らかにする必 

       要がある。 

    (3)  言語活動の中での話合い活動が有機的に働くための下準備や手立てを工夫す 

       る必要があるが, 誘導の過ぎる指導は言語活動そのものをつまらなくするの 

     で，適切な言語活動を設定できるよう，研究が必要である。 
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 ○ 『新釈漢文大系 44 唐代伝奇』昭和46年 明治書院 

 ○ 高橋 睦郎 著 『すらすら読める伊勢物語』2004年 講談社 

 ○ 俵  万智 著 『恋する伊勢物語』1992年 筑摩書房 

 ○ 興膳  宏 著 『中国名文選』2008年 岩波新書  
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「国語総合」（漢文）学習指導案 

 

                                                               日 時 ：平成２８年１２月１６日 １校時 

                                                               対 象 ：１年２組  

                                                               教 室 ：１－２教室 

                                                               授業者 ：上田 美和 

 

１ 単元名  

「古典を読んで，内容を構成や展開に即して的確に捉え，中国と日本の古典を用いて恋愛観，死生観の違いを考察する」 

 

２ 単元設定の理由 

 パワーアップ研修の私の研究テーマは「広がりのある学習指導」である。昨年度，鹿児島県総合教育センターで行った

漢文での研究テーマを，今年度は古文にも広げて，引き続いて研究することとする。 

 「広がりのある学習指導」とは，複数教材を用いて，内容を多くの視点から複合的に読み味わおうとする学習指導のこ

とを指す。また，冬休み前のこの時期においては，いよいよ来年度二年生に進級する生徒たちの学習意欲を喚起し，三学

期以後の学習への積極的な取り組みにも繋げていけるような古典の指導を行う必要がある。とすれば，やはり彼らのこれ

からの学習のために，彼らが漢文を読む上における自らの課題を少しでも見いだせる内容も盛り込んでおきたい。 

 本時では，『本事詩』の中の「人面桃花」を学習材とし，そこに描かれた人物，情景，心情などについて，自分で答え

を導き出しながら読み味わうことが出来るように指導計画を立てた。古典が苦手な生徒も取り組みやすいようワークシー

トを工夫し，特に書き下し文を足がかりに漢文が理解できるようにすることに重きを置いた。また，合わせて，中国の伝

奇小説における類似の物語の紹介や，日本の「伊勢物語」における恋愛観，死生観との違いにも触れられるように教材に

配慮した。大変不思議な物語であるから，内容に興味を抱き，作品世界を味わうことができるように工夫することで，広

がりのある学習指導を目指した。 

 

３ 生徒の実態 

 国語総合を学んでいる１年生２８名である。 

 それぞれの学力及び進路目標も違うため，それぞれの学習到達度はさまざまである。授業内容を容易に把握できる生徒

とそうでない生徒が混在しているが，授業に対する取組は真剣である。 

 

４ 単元の指導計画 

 

（１） 単元の目標 

 ア 内容を構成や展開に即して的確にとらえ，作品の価値について考察しようとする。（関心・意欲・態度） 

 イ 内容を構成や展開に即して的確にとらえている。（読む能力 イ） 

 ウ 古典を読んで，内容を構成や展開に即して的確にとらえ，中国の古典と日本の古典にあらわれる恋愛観，死生観を

考察しようとしている。（読む能力 ウ） 

 エ 語句の意味，用法及び文の構造など表現の仕方の特色について理解している。（知識・理解） 

 オ 漢文を読んで，我が国の文化の特質や我が国の文化と中国の文化との関係について理解を深めている。（知識・理解） 

（２） 取り上げる言語活動と教材 

 ア 言語活動 授業で取り上げた中国の古典と日本の古典にあらわれる恋愛観，生き死についての考え方を考察し，論

述する。 

 

 イ 教  材『本事詩』「人面桃花」 

                  『伊勢物語』「すける物思ひ」「ゆく蛍」 
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５ 単元構想の手順 

     単元の構想に当たっては，次のような手順に沿って行った。 

手順 留意点 

1  生徒の 

 実態把握  
 直前の学習での生徒の漢文への関心の高まりが見られたことから，更に生徒の興味・関

心を高めることができる学習課題を設定する。 

2  単元の目 
標設定 

 

 「古典を読んで，内容を構成や展開に即して的確に捉え，中国と日本の古典における
恋愛観，死生観の違いを考察する」 

        （高等学校学習指導要領「古典Ｂ」の指導事項のイ及びウによる） 

3 単元の評 
価規準の設 
定 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

関心・意欲・態度 読む能力 知識・理解  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

① 内容を構成や
展開に即して的確
にとらえ，作品の
価値について考察
しようとしている 
 
 
 
 

 

① 内容を構成や展開に即して
的確にとらえている。 
② 古典を読んで，内容を構成
や展開に即して的確にとらえて
中国の古典と日本の古典にあら
われる死生観を考察しようとし
ている。 
 
 
 

 

① 語句の意味，用法
及び文の構造など表
現の仕方の特色につ
いて理解している。 

② 漢文を読んで，我

が国の文化の特質や我

が国の文化と中国の文

化との関係について理

解を深めている。 

 

4 教材の編
成 
 

 

・ 『本事詩』「人面桃花」において，内容を構成や展開に即して的確に捉え，中国と

日本の古典における恋愛観，死生観の違いを考察するために，教科書の教材を第１教材

に，『幽明録』二❍三段，『伊勢物語』四十段，四十段を複数の補助教材に編成する。 

5 補助教材
の活用 
 
 
 

 

・  教科書本文のみを読解する場合は，唐代伝記小説というジャンルの不思議な物語とし

て「人面桃花」を味わいがちである。しかし，「人面桃花」と同じ形式を取る『幽明録』

や同じ頃の日本の『伊勢物語』を読めば，中国と日本における恋愛観，死生観の違いを考

察することができる。それぞれの文章の違いの分かる補助教材を活用し，「人面桃花」の

面白さを考察し，様々な視点から「人面桃花」を捉え直すことを狙いとする。 

6 効果的な
言 語活動の
設定 
 
 

 

・ 「同じ題材を取り上げた文章や同じ時代の文章などを読み比べ，共通点や相違点など

について説明すること」の言語活動例を踏まえて，中国と日本の古典における恋愛観，

死生観の違いを考察するために，言語活動を，「授業で取り上げた中国の古典と日本の

古典にあらわれる恋愛観，生き死についての考え方を考察し，論述する。」とする。具

体的には，複数の補助教材の読みを重ねることで，作品について考えたり話し合ったりす

ることで，読みを広げることを狙いとする。 

7 単元の指

導計画の作成 

・ 段階を追って，理解した内容をより発展させた補助教材を示し，課題解決的に「人面
桃花」について考えさせる計画を作成する。 

   「１，３」の手順における考え方は，基本的に研究授業Ⅰ，Ⅱの際と同様である。 

    「４ 教材の編成」では，生徒が興味を抱きやすく，目的に沿った広がりのある学習指導が可能な教材として，教科書本文の『本事詩』「人面桃

花」を選んだ。複数の補助教材とて，同じ蘇生譚である，『幽名録』「二〇三」を，非科学的に蘇生することのない『伊勢物語』では，「すける物

思ひ」，「ゆく蛍」とで構成した。「５ 補助教材の活用」では，検証授業Ⅰと同様に，漢文を読む際の補助的役割をする傍注資料や学習の手引き

なども加えたワークシートを指導者側で作成した。また，漢文のリズムに慣れさせるために，訓点の施し方，書き下しの方法などの要点も加え，ワ

ークシートの中に集約し，活用した。「６ 効果的な言語活動の設定」は，「同じ題材を取り上げた文章や同じ時代の文章などを読み比べ，共通点

や相違点などについて説明する」という言語活動を設定し，内容のまとまった論述文が書けるように工夫した。具体的には，複数の補助教材を読み

進める中で学んだことを用いながら，出てきた読みの広がりを，その都度文章にまとめるように指導した。また，「判断基準」をより細かく設定

し，書いた文章を生徒が自己評価できるように工夫し，次に書く文章の改善に効果を与えることを目指した。 

    「７ 単元の指導計画の作成」においては，生徒の「人面桃花」に対する理解を深めさせながら，中国の古典と日本の古典の恋愛観，死生観の違

いを考察していけるような，単元目標に即した指導計画を立てた。段階を追って複数教材を示していき，無理なく両者の違いが少しずつ理解できる

よう配慮した。生徒が，その都度課題解決を図る学習課題に向かいながら，論述するという活動を意識して読みを深め考察を深めていくことをねら

いとした。 
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５ 学習指導の展開（６コマ展開） 

                              表２ 単元構想 

番号 教 材 要 旨 ねらい 

① 

② 

 

 

１ 『本事詩』 

 「人面桃花」（教科書） 

 

 

・  愛情によって死んだ娘が奇跡的に蘇生する

という話。人間の純愛が死に勝ったという，唐

代伝記小説によく見られる超常的な物語である 

 教科書に描かれた物語を正しく読みこなし

内容を理解し，感想をもつ。 

 

③ 

 

 

１「人面桃花」の現代語訳 

 

 

・ 間違いを二つ含んだ訳文に接し，自分の読

みの正しさを確認するワークシート。 

 訳の間違いを押さえながら，「人面桃花」

を正しく読解する。 

④ 

 

 

１ 『幽明録』二〇三段 

 

 

・ 愛情によって，死んだ男が奇跡的に蘇生す

るという話。「人面桃花」とよく似た物語展開

である。 

 「人面桃花」と同じ流れを持つこの作品を

読み，「人面桃花」との共通点を考察する。 

⑤ 

 

 

 

１ 『伊勢物語』 

 「第四十段すける物思ひ」 

２ 『伊勢物語』 

  「第四十五段ゆく蛍」 

・ 失恋した男が悲しみのあまり息絶えるが，

神仏のお陰で蘇生する話。 

・ 失恋した女が悲しみのあまり息絶えた後，

男が悲しむ内容。 

 『伊勢物語』における恋愛観、死生観を比

べ，中国の古典と日本の古典にあらわれる恋

愛観、死生観を考察し，論述する。 

   イ 単元の構成 

      本単元は，「導入（１時間目）・展開Ⅰ（２時間目）・展開Ⅱ（３時間目）・まとめ（４時間目）」の流れで実施した。 

授業時間は各５０分である。 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

次 

 

主な学習活動 

 

指導上の留意点 

 

主な評価規準 

 

導入 
 

１ 

 

 

・ 句法，語彙などの基礎事項を理解し，内容を

推し量る。 

・ 「人面桃花」前半を読解し，感想を持つ。 

 

・ 既習分野を振り返らせる。 

・ 個人やグループでの言語活動が円滑に進むよ

う適切に指示する。 

 

 

関心・意欲・態度① 

読む能力① 

知識・理解① 

 

 

展開Ⅰ 
２ 

 

 

 

・ 句法，語彙などの基礎事項を理解し，内容を

推し量る。 

・ 「人面桃花」後半を読解し，正しい訳文を探

し，発表する。 

 

・ 既習分野を振り返らせる。 

・ 個人やグループでの言語活動が円滑に進むよ

う適切に指示する。 

 

 

関心・意欲・態度① 

読む能力① 

知識・理解① 

 

 

展開Ⅱ 
 

３ 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 「人面桃花」の復習を行い，女の死んだ理由

と生き返った理由について考えさせる。 

・ 「人面桃花」の故事成語の意味を知る。 

 

・ 「幽明録」二❍三の文章を読んで物語の展開

上の共通点を考察し，発表する。 

 

・ 「伊勢物語」を読む。 

 

・ 文章の描かれ方の共通点を分析する視点を示

し，自分の意見をまとめる言語活動を促す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

関心・意欲・態度① 

読む能力①② 

知識・理解② 

 

 

 

 

 

 

 

 

まとめ 
 

４ 

  

 

 

 

 

・ ｢伊勢物語｣を読んで，二つの物語と「人面桃

花」との相違点を考察する。 

 

・ 授業で取り上げた中国の古典と日本の古典に

あらわれる恋愛観、死生観を 考察し，論述する 

 

 

・ 「判断基準」を基に評価された自己の論述文

を振り返らせ，深化と拡充を図る。 

・ 話合いにより，生徒同士の意見を共有し，考

察を深めさせる。 

 

 

 

関心・意欲・態度① 

読む能力①② 

知識・理解② 
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６ 本時の実際（第三次） 

 

（１）本時の目標 

 

 ア 内容を構成や展開に即して的確にとらえ，作品の価値について考察しようとする。（関心・意欲・態度） 

 イ 内容を構成や展開に即して的確にとらえている。（読む能力 イ） 

 ウ 古典を読んで，内容を構成や展開に即して的確にとらえ，中国の古典と日本の古典にあらわれる恋愛観，死生観を考察しようとしている。（読む能

力 ウ） 

 エ 語句の意味，用法及び文の構造など表現の仕方の特色について理解している。（知識・理解） 

 オ 漢文を読んで，我が国の文化の特質や我が国の文化と中国の文化との関係について理解を深めている。（知識・理解） 

 

（２）指導と評価の実際 

 学習活動 指導の留意点 具体的な評価規準と評価の方法 

導 

入 

 

（5） 

 

①グループを作り、前回の復習をする。 

 

 

②本時の学習のねらいを確認する。 

 

・冗長になりすぎないよう，簡潔にふり返る 

 

 

・今回は，後半は別の文章を読んで考察を深

めることを伝える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 展 

 

 

 開 

（40） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・前半の音読を行う。 

・前回の復習として，問題４と５を考える。 

 

・後半の音読を行う。 

・問題７を考える。特に７は漠然としているので

指名して答えさせながら挿入されている詩につい

てと，女が死んでまた生き返った理由について考

える。 （グループ） 

 

・問題８の解説を聞く。 

 

・学習プリント④の問題９に取り組みながら二つ

の文章の物語の展開上の共通点を考察する。   

 （個人→グループ発表） 

 

・互いの意見を発表する。 

 

・学習プリント⑤を読み，次の時間は問題１０に

取り組むことを確認する。          

     （個人） 

 ・全体を振り返らせ，学習課題に取り組ま

せる。 

 

 

・時間を取られぬよう簡潔に行う。 

 

 

 

 

 

 

・簡潔に行う。 

 

・読み取った内容に関して考察を深め，古典

に親しむことが出来るようにする。 

 

 

 

 

 

 

関心・意欲・態度①     

読む能力①②【記述・行動の確認】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ま 

と 

め 

（5） 

①本時のまとめをする。 

②全体のまとめをする。 

③次回は論述文を書くことに取り組むことを予告

する。 

 

 

 

 

 

 

 

第４次のまとめの言語活動は，以下のとおりである。 

 

 「中国の古典と日本の古典にあらわれる恋愛観，生き死についての考え方を考察し，論述せよ」 

 

（判断規準） 

 
ア 関連する単元の中で読んだ文章を踏まえている。 
 
イ 書き手や文章中の人物の人間、社会、自然などに対する思想や心情を的確に読み取っている。 
 
ウ 書き手がどのような思いで作品を書いたのかを考察している。 
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別紙 ワークシート 



- 11 - 

 



- 12 - 

 



- 13 - 

 



- 14 - 

 



- 15 - 

 
 
 
 
 
 



- 16 - 

 


